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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成20年7月3日(2008.7.3)

【公表番号】特表2008-500374(P2008-500374A)
【公表日】平成20年1月10日(2008.1.10)
【年通号数】公開・登録公報2008-001
【出願番号】特願2007-515458(P2007-515458)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/551    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/401    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4025   (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/15     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/50     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 487/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 405/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 207/16     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   9/99     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  45/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/551   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/401   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4025  　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １０５　
   Ｇ０１Ｎ  33/15    　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｎ  33/50    　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｄ 487/04    １５１　
   Ｃ０７Ｄ 405/12    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 207/16    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   9/99    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年5月13日(2008.5.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
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【請求項１】
ＩＣＥを阻害する化合物と薬学的に受容可能なキャリアを含む、被験体における自己炎症
性疾患を緩和、処置、または予防するための薬学的組成物。
【請求項２】
被験体におけるクリオピリンが関係している周期性症候群、Ｍｕｃｋｌｅ－Ｗｅｌｌｓ症
候群（ＭＷＳ）、家族性寒冷自己炎症性症候群（ＦＣＡＳ、家族性寒冷蕁麻疹すなわちＦ
ＣＵとしても知られている）、家族性地中海熱（ＦＭＦ）、慢性乳児神経性皮膚および関
節症候群（ＣＩＮＣＡＳ）（別名新生児期発症多臓器系炎症性疾患（ＮＯＭＩＤ））、Ｔ
ＮＦＲ１関連周期性症候群（ＴＲＡＰＳ）、高ＩｇＤ周期性発熱症候群（ＨＩＤＳ）、ブ
ラウ症候群、全身発症性若年性突発性関節炎（スティル病）、またはマクロファージ活性
化症候群を緩和、処置、または予防するための薬学的組成物であって、該組成物が、ＩＣ
Ｅを阻害する化合物と薬学的に受容可能なキャリアを含む、組成物。
【請求項３】
前記化合物が、ＷＯ００／５５１１４、ＷＯ００／５５１２７、ＷＯ００／６１５４２、
ＷＯ００／６１５４２、ＷＯ０１／０５７７２、ＷＯ０１／１０３８３、ＷＯ０１／１６
０９３、ＷＯ０１／４２２１６、ＷＯ０１／７２７０７、ＷＯ０１／９００７０、ＷＯ０
１／９４３５１、米国特許公開番号２００３／００９２７０３、ＷＯ０２／０９４２６３
、米国特許公開番号２００２／０１６９１７７、米国特許第６，１８４，２１０号、米国
特許第６，１８４，２４４号、米国特許第６，１８７，７７１号、米国特許第６，１９７
，７５０号、米国特許第６，２４２，４２２号、２００１年４月カリフォルニア州サンデ
ィエゴ（米国）での米国化学会（ＡＣＳ）会議、ＷＯ０２／２２６１１、米国特許公開番
号２００２／００５８６３０、米国特許公開番号２００３／００９６７３７、ＷＯ９５／
３５３０８、ＷＯ９７／２２６１９、ＷＯ９９／４７５４５、およびＷＯ０１／９００６
３のいずれかに記載されている化合物である、請求項１または請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
前記化合物が、ＷＯ９５／３５３０８、ＷＯ９７／２２６１９、ＷＯ９９／４７５４５、
およびＷＯ０１／９００６３のいずれかに記載されている化合物である、請求項３に記載
の組成物。
【請求項５】
前記化合物が以下および個々の立体異性体であり：
【化１】

該化合物は、以下を含む：
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【化２】

請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
前記化合物が以下および個々の立体異性体であり：

【化３】

該化合物は、以下を含む：
【化４】

請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
前記化合物が以下および個々の立体異性体であり：
【化５】

該化合物は、以下を含む：
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【化６】

請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
前記化合物が以下および個々の立体異性体であり：
【化７】

該化合物は、以下を含む：
【化８】

請求項１に記載の組成物。
【請求項９】
被験体における自己炎症性疾患を緩和、処置、または予防するための化合物を同定するた
めの組成物であって、該組成物が、ＩＣＥを阻害する化合物を含み、該組成物は、該被験
体に投与され、該化合物での処置の前および後の該被験体におけるＩＣＥの阻害が比較さ
れる、組成物。
【請求項１０】
被験体における自己炎症性疾患を緩和、処置、または予防するための化合物を同定するた
めの組成物であって、該組成物が、ＩＣＥを阻害する化合物を含み、該組成物は、該被験
体に投与され、該化合物での処置の前および後の該被験体における該自己炎症性疾患につ
いての生体マーカーが比較される、組成物。
【請求項１１】
前記生体マーカーは、インターロイキン－１β、インターロイキン－６、インターロイキ
ン－８、インターロイキン－１８、血清アミロイドＡ、Ｃ反応性タンパク質、赤血球沈降
速度（ＥＳＲ）、ハプトグロビン、ＴＮＦα、免疫グロブリン、フェリチン、白血球数、
血小板数、およびヘモグロビンからなる群より選択される、請求項１０に記載の組成物。
【請求項１２】
前記化合物が、以下：
（ａ）１回の投与について約３００ｍｇ～約２，４００ｍｇの間；
（ｂ）１回の投与について約６００ｍｇ～約１，８００ｍｇの間；および
（ｃ）１回の投与について約９００ｍｇ
からなる群より選択される用量で前記被験体に投与されるのに適している、請求項１に記
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載の組成物。
【請求項１３】
前記化合物が、以下：
（ａ）１日あたり約２ｍｇ／ｋｇ体重～約２００ｍｇ／ｋｇ体重の間；
（ｂ）１日あたり約６ｍｇ／ｋｇ体重～約１００ｍｇ／ｋｇ体重の間；および
（ｃ）１日あたり約２５ｍｇ／ｋｇ体重～約７５ｍｇ／ｋｇ体重の間
からなる群より選択される用量で前記被験体に投与されるのに適している、請求項１に記
載の組成物。
【請求項１４】
自己炎症性疾患を有している被験体においてＩＬ－１β、ＩＬ－１８、または他の生体マ
ーカーを減少させるための組成物であって、該組成物が、ＩＣＥを阻害する化合物を含む
、組成物。
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